
富山県魚津市に漂着したハナゴンドウ Grampus
griseus

著者 田島 木綿子, 山田 格, 南部 久男
雑誌名 富山市科学博物館研究報告
号 35
ページ 107-108
発行年 2012-03-10
URL http://repo.tsm.toyama.toyama.jp/?action=repos

itory_uri&item_id=959



富山市科学博物館研究報告第35号，pp､107－108；（2012）

上顎先端一目

上顎先端一噴気孔

上顎先端一耳

上顎先端一胸びれ前

上顎先端一背びれ前

上顎先端一へそ

上顎先端一生殖孔

上顎先端一I工門

胸びれ前縁長

胸びれ後縁長

胸びれ基底長

胸びれ最大幅

背びれ基底長

尾びれ最大幅

尾びれ前縁長

尾びれ基底長

尾柄幅

短報

３
．

右
郁

川
刈
宝
，

。
ｎ
吋
）

庁
ｉ
ｎ
乙
ワ
ー
ｑ
Ｊ
７
０
４
五
Ｒ
Ｊ
ｎ
乙
。

Ｑ
〕
ワ
Ｉ
。
．
・
Ｑ
Ｊ
貝
』
ワ
ー

妬
型
訓
調
錦
蛇
皿
喝
如
羽
哩
廻
羽
妬
左
左
４

富山県魚津市に漂着したハナゴンドウ
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剖検結果

1．外貌所見

外形：表皮は全身に残存し、体色が確認できる。体形は

滑らかな流線型を呈し、削痩は認められず（図1)。

外傷：ハクジラ類の歯によると思われる咳傷跡が体壁に

認められる。羅網跡、食害、外部寄生虫などは認

められず。

脂皮：湿潤性および弾力性健在。著変なし。

筋肉：暗赤褐色を呈し、弾力性健在。著変なし。

乳腺：確認できず。

l)NationalMuseumofNatureandScience，Departme正

ofZoology;4-1-1Amakubo，Tsukuba-shi，Ibaraki

305-0005,2）ToyamaScienceMuseum；1-8-3L

Nishinakano-machi，Toyama-shi，Toyama939‐

8084,Japan

はじめに

富山湾の鯨類相については、南部らによるストランディ

ング調査等が継続的に行われ、一部の個体については剖

検が行われ、解剖結果など報告した（南部ら,20()5;真柄

ら,2009,2010)。今回、魚津市で漂着したハナゴンドウ

G、””sg"s“sは新鮮な死亡個体であったため、計

測や剖検を行ったので報告する。

方法

調査個体は、2011年3月14日に魚津市北鬼江の海岸に

漂着した個体で約1日冷凍され、15日には国立科学博物

館へ搬送後同'6日に計測剖検を行った。なお、漂着状

況は南部ら（2011）で報告した。

図1魚津市に漂着したハナゴンドウ

4．内臓所見

胸腔：各臓器の位置関係は著変なし。

腹腔：各臓器の位置関係は著変なし。

〈消化器〉

肝臓：辺縁は鋭・表面および割面は暗赤色を呈し、

弾力性健在。著変なし。

食道：粘膜は白色角化上皮が裏打ちする。弾力↓性健在。

著変なし。

胃：前胃；内容物はイカ類ピーク数個イカ類肉質部破

結果

計測値

1J性別オス

2．体重136kg

3．計測値（c､）左側

体長
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田島木綿子ほか

片および頭足類目玉数個残存。粘膜は白色角化上

皮が裏打ちする。弾力性健在。

主胃；粘膜は灰赤桃色を呈し、弾力性健在。

幽門胃；粘膜は淡黄褐色を呈し、弾力'性健在。全胃を通

し著変なし。

腸管：十二指腸膨大部；粘膜は淡黄褐色を呈し、弾力性

健在。それ以下の部分；ガス貯留なし。内容物は

全長に渡り存在し、上部では淡黄色、下部にいく

と少量の濃茶緑色粘液状ないし流動物。粘膜はヒ

ダ明瞭、弾力性健在、淡黄色調を呈す。著変なし。

樺臓：弾力性健在。表面および割面ともに灰赤桃色を呈

し、小葉構造明瞭。著変なし。

おいて小葉構造明瞭。

腸間膜リンパ節：帯状に存在。軽度に腫大する。割面は

淡黄褐色を呈す。

浅頚リンパ節：軽度に腫大する。割面の約半分が赤桃色、

残り半分が淡黄褐色をそれぞれ呈し、浮腫状。

後下顎リンパ節：軽度に腫大する。割面は赤桃色部と淡

黄褐色部が不規則に混在する。

＜頭部＞

頭蓋洞：翼状洞に寄生虫を認めない。粘膜著変なし。

中枢神経系（脳）：外形正常。硬膜うっ血する≦

考察

本調査個体は新鮮であったため、詳細な病理解剖を実

施することができた。剖検の結果、漂着ならびに死因に

繋がる所見は認められなかった。高度な肺気腫が認めら

れたが、これは死戦期に起きた急‘性のものと判断される。

ハナゴンドウのｵｰｽの成体の体長は約260～310cmとされ

（Kasuyaandlzumisawa,1981)、本調査個体の体長

からまだ身体的に未成熟個体で、親と共存する必要のあ

る個体である可能性が否定できないが、胃内容物から餌生

物の残置が観察されたため、離乳個体であり、単独で生存

することは出来る年齢と判断された。しかし、生殖腺の観

察からは、性的には未成熟な個体であると考えられる。

＜泌尿生殖器＞

腎臓：左右ともに割面において皮質は赤褐色、髄質は暗

赤色をそれぞれ呈し、境界明瞭。著変なし・

勝I光：透明黄色非粘性尿約4cc貯留あり。粘膜は淡桃色

を呈し、弾力性健在。著変なし。

精巣：成体の大きさに達していない。割面は赤桃色を呈

し、精液は認められず。

精巣上体：発達しない。蛇行しない。精液は認められず．
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図2ハナゴンドウの精巣（中央）と精巣上体
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＜循環・呼吸器＞

心臓：外形正常。心筋は赤褐色を呈し、弾力性健在。心

内膜、各弁、大血管内膜それぞれに著変なし。

肺：左右ともに表面は淡桃色を呈し、高度に膨満する。

割面は一様に著しく含気性に富み、スポンジ状外

観を呈す。気道粘膜は著変なし。

＜内分泌器＞

甲状腺：外形は、まが玉状を呈す。表面および割面とも

に暗赤色を呈し、弾力性健在。著変なし。

副腎：割面において皮質は赤褐色、髄質は灰赤色をそれ

ぞれ呈し、境界明瞭。著変なし。

＜リンパ器＞

牌臓：外形は丸みを帯びたクリームパン状を呈す。割面

は暗赤色を呈し、牌粥に富む。著変なし。

胸腺：塊状に明瞭。灰赤桃色を呈す。表面および割面に
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